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第
１
部
で
は
野
村
総
合
研

究
所
の
佐
々
木
氏
が
「
保
険

チ
ャ
ネ
ル
の
自
立
に
向
け
た

課
題
と
展
望
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
同
氏
は
、
ま
ず
、

商
品
の
特
性
に
よ
っ
て
、
適

し
た
チ
ャ
ネ
ル
の
形
態
や
役

割
は
異
な
っ
て
お
り
、
損
保

は
服
飾
品
や
旅
行
等
の
買
回

品
に
近
く
、
生
保
は
自
動
車

や
住
宅
等
の
専
門
品
に
近
い

と
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、

現
在
の
保
険
業
界
に
お
け
る

チ
ャ
ネ
ル
コ
ン
フ
リ
ク
ト

は
、
20
年
前
の
家
電
業
界
と

似
て
い
る
と
語
り
、
他
業
種

か
ら
の
教
訓
と
し
て
、
松
下

電
器
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

松
下
電
器
は
１
９
８
０
年
代

に
は
２
万
５
０
０
０
店
を
超

え
る
系
列
店
を
展
開
し
て
い

た
が
、
今
は
８
０
０
０
店
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
流
れ
に
つ
い
て
、
同
氏

は
、
流
通
小
売
に
お
け
る
チ

ャ
ネ
ル
政
策
の
変
化
を
、
四

つ
の
時
代
に
分
類
し
た
。
高

度
成
長
期
の
拡
大
期
に
お
い

て
は
店
舗
を
増
や
せ
ば
増
や

す
ほ
ど
リ
ベ
ー
ト
（
手
数

料
）
が
増
え

た
が
、
バ
ブ

ル
時
代
を
迎

え
た
成
熟
期

に
は
、
家
電

量
販
店
が
増

え
て
き
た
こ

と
や
商
品
の

成
熟
化
で
優
良
チ
ャ
ネ
ル
の

選
別
・
淘
汰
が
進
ん
だ
と
説

明
。
２
０
０
０
年
以
降
は
チ

ャ
ネ
ル
の
統
廃
合
が
進
み
、

リ
ベ
ー
ト
も
廃
止
さ
れ
、
２

０
１
０
年
か
ら
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
、
共
同
投

資
を
経
て
、
長
期
志
向
の
協

力
関
係
を
結
ぶ
こ
と
や
、
系

列
店
で
の
レ
ン
タ
ル
事
業
な

ど
新
た
な
付
加
価
値
を
高
め

る
動
き
が
起
き
て
い
る
と
し

た
。

　
現
在
の
保
険
業
界
は
、
家

電
業
界
に
お
け
る
成
熟
期
か

ら
長
期
志
向
の
新
た
な
関
係

構
築
に
向
け
て
の
過
渡
期
に

あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
今

後
に
つ
い
て
は
「
個
別
販
売

に
対
す
る
手
数
料
と
い
う
考

え
方
で
は
な
く
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
顧
客
付
加

価
値
を
最
大
化
し
、
適
切
に

分
配
す
る
と
い
う
視
点
で
、

チ
ャ
ネ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
で
認
識
を
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ネ
ル

の
分
け
方
・
役
割
の
見
直
し

や
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
で
厳

選
さ
れ
た
優
良
チ
ャ
ネ
ル
だ

け
が
参
加
で
き
る
業
界
横
断

の
チ
ャ
ネ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
三
井
物
産

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
紺
野
氏
が

「
企
業
代
理
店
の
課
題
『
企

業
代
理
店
２
・
０
』
へ
の
進

化
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
企

業
代
理
店
２
・
０
」
は
、
同

氏
が
所
属
す
る
共
創
デ
ザ
イ

ン
部
が
、
「
企
業
代
理
店
は

将
来
を
見
据
え
て
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
掲
げ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
同
氏
は
、

企
業
代
理
店
は
こ
れ
ま
で
、

外
部
と
の
接
点
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
企
業
に
と
っ
て
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
歴
史
が
あ
る
と
指
摘
し
、

企
業
代
理
店
の
課
題
と
し
て

①
中
長
期
的
な
人
材
確
保
②

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
浸
透

③
将
来
性
④
業
務
効
率
向
上

―
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
、
「
企
業
代
理
店
２
・

０
」
の
文
脈
で
は
、
保
険
会

社
に
対
す
る
企
業
代
理
店
か

ら
の
課
題
解
決
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
提
供
や
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
持
っ
た
企
業
と
の
協

業
、
他
代
理
店
と
の
協
業

や
、
デ
ー
タ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
駆
使
し
た
業
務
品
質
の

向
上
を
進
め
、
最
終
的
に

は
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

や
顧
客
体
験
価
値
の
向
上
の

実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
と

説
明
し
た
。

　
ま
た
、
同
部
で
は
、
企
業

内
代
理
店
の
認
知
度
向
上
に

向
け
て
、
10
月
に
は
企
業
代

理
店
に
特
化
し
た
情
報
を
発

信
す
る
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア

「
企
業
代
理
店
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」

を
立
ち
上
げ
た
。
編
集
長
を

務
め
る
同
氏
は
、
「
『
共

創
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
保
険
会
社
や
他
の
保
険
代

理
店
、
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
等
と

の
接
点
を
増
や
し
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
に
貢

献
す
る
こ
と
で
業
界
全
体
の

成
長
に
資
す
る
存
在
と
な
っ

て
い
き
た
い
」
と
思
い
を
語

っ
た
。

　
第
３
部
で
は
ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ

の
阿
部
氏
が
「
I
n
s
u
r

t
e
c
h
企
業
か
ら
見
た
企

業
内
保
険
代
理
店
Ｄ
Ｘ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　
同
氏
は
、
保
険
代
理
店
の

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
基
盤
に
つ
い

て
「
多
く
の
保
険
代
理
店
が

こ
の
部
分
に
か
な
り
の
費
用

を
か
け
て
い
る
が
、
保
険
代

理
店
に
と
っ
て
こ
の
部
分
は

非
競
争
領
域
。
こ
こ
に
つ
い

て
は
で
き
る
だ
け
省
力
化
し

て
、
変
化
の
大
き
い
競
争
領

域
で
新
し
い
世
界
に
向
か
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
が
『
保
険
業
界
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
す
る
』
と
い
う
当

社
の
理
念
に
も
通
じ
る
部
分

だ
と
考
え
て
い
る
」
と
強

調
。
そ
の
た
め
に
同
社
で

は
、
共
通
基
盤
を
構
築
し
、

求
め
ら
れ
る
時
代
に
合
わ
せ
た「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

佐々木氏

紺野氏

阿部氏

　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｂ　

Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
主

催
す
る
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ
ｐ
　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｕ
ｐ
」

が
10
月
18
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
た
。
36

回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
国
内
大
注
目
『
企
業
代
理
店
２
・
０
』
へ

の
取
り
組
み
」
。
企
業
内
代
理
店
は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て

「
本
業
か
ら
最
も
遠
い
存
在
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
や
、
改
正
保
険
業
法

の
施
行
に
伴
う
環
境
変
化
へ
の
対
応
や
、
日
本
と
い
う
成
熟
し
た
保
険
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
継
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
に

直
面
し
て
い
る
。
当
日
は
企
業
内
代
理
店
の
成
長
戦
略
に
つ
い
て
、
野
村
総

合
研
究
所
未
来
保
険
研
究
室
室
長
の
佐
々
木
崇
氏
、
三
井
物
産
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
共
創
デ
ザ
イ
ン
部
の
紺
野
恭
平
氏
、
ｈ
ｏ
ｋ

ａ
ｎ
執
行
役
員
Ｃ
Ｐ
Ｏ
の
阿
部
隼
氏
ら
が
講
演
し
た
他
、
関
係
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。
会
場
は
立
ち
見
も
出
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
、
企
業
内
代
理
店
の
動
向
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

各
社
が
必
要
な
機
能
を
必
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
選
択
し
な

が
ら
使
え
る
よ
う
な
仕
組
み

を
提
供
し
て
い
る
と
し
て
、

同
社
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
「
h
o

k
a
n
®
」
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

　「
h
o
k
a
n
®
」
は
、

S
a
a
S
型
の
保
険
代
理
店

シ
ス
テ
ム
で
、
同
社
に
利
用

料
を
支
払
う
こ
と
で
導
入
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

h
o
k
a
n
が
担
う
仕
組

み
。
こ
れ
ま
で
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
の
シ
ス
テ
ム
保
守
に
か
か

っ
て
い
た
リ
ソ
ー
ス
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
点
が
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。
同
氏
は
「
近

年
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
採
用
も

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
保
険

代
理
店
が
有
能
な
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
採
用
す
る
の
は
、
当
社

が
有
能
な
保
険
営
業
パ
ー
ソ

ン
を
採
用
す
る
の
と
同
様
に

困
難
だ
と
思
う
。
『
h
o
k

a
n
®
』
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
保
険
代
理
店
は
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
採
用
や
、
独
自
シ
ス

テ
ム
の
老
朽
化
等
の
問
題
か

ら
解
放
さ
れ
る
。
そ
う
し
て

生
ま
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
競
争

領
域
に
振
り
向
け
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
第
４
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
業
界
プ

レ
ー
ヤ
ー
別
で
見
る
企
業
代

理
店
Ｄ
Ｘ
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
、
三
井
物
産
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
共
創
デ
ザ
イ
ン
部
の
温
水

淳
一
氏
、
マ
ネ
ー
ツ
リ
ー
の

マ
ー
ク
・
マ
ク
ダ
ッ
ド
氏
、

ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
の
阿
部
氏
の
３

氏
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

ＦＩＮＯＬＡＢ　ＩｎｓｕｒＴｅｃｈワーキンググループ
「
企
業
代
理
店
２
・
０
」テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト

企
業
内
代
理
店
が
直
面
す
る
課
題
考
察


